
社会福祉職が配属される部局・課

・こども家庭課
・児童相談所
（総務課・相談支援課・養護課）
・子育て支援センター（各区）
（こども家庭支援班・療育相談班）
・陽光園
・療育相談室・発達障害支援センター
・医療型児童発達支援センター

・地域包括ケア推進課
・高齢・障害者福祉課
・高齢・障害者支援課
・介護保険課
・高齢・障害者相談課（各区）
（身体・知的、高齢、精神）
・精神保健福祉課
・精神保健福祉センター
・障害者更生相談所
・（津久井地域）保健福祉課

・生活支援課

生活福祉部地域包括ケア推進部

健康福祉局こども・若者未来局

・職員課 ・青少年相談センター

総務局 教育局



社会福祉職の現状

・平成５年に社会福祉職の採用が始まり、

令和３年４月時点で２１９人の職員が働
いています。

・平成２０年度以降は、社会経済情勢の変
化や国における社会福祉制度の改正、政令
指定都市移行による移譲事務などに対応す
るため、社会福祉職の採用が増えている。

・男女比は、女性の方が多いですが、部署に
よっては、男性割合が多い部署もあります。

健康福祉局, 
44%

こども・若

者未来

局, 

54％

総務局, 
1% 教育局 , 

1%

配属割合

38％ 62％

男女比

男性 女性



社会福祉職に求められる専門性
（相模原市社会福祉職人材育成方針より）

〈ベースにある３つの理念〉
「ノーマライゼーション」「エンパワーメント」「アドボカシー」

専門性の主な構成要素

価値〈倫理〉 知識

技術（スキル）

個別ケース支援

個別の課題の集約・分析等から
地域の課題、市全体の課題の発見・分析

解決に向けた政策・施策の形成（計画等への反映など）、
事業等の構築、取組の推進

～福祉文化の創造～
本市福祉を事業や取組といったレベルから

文化の域に高め、定着させる



個々のケース支援を行い、問題解決を図るだけではな
く、個別の課題から地域の課題、延いては市全体の課
題を発見・分析するとともに、その解決に向けた取組を推
進していかなければならない

社会福祉の向上という視点からの地域づくり、

まちづくりを推進することが重要

行政の社会福祉職に求められるもの

「行政社会福祉職」だからできることがある
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人材育成の取組

資質向上に向けた取組
（共通研修制度、社会福祉職の手引き、

実践研究発表）

専門性を支える取組
（キャリアラダー）

地域資源の確保・充実に寄与
する取組

（実習生の受入、実習指導者の養成）

社会福祉職人材育成を推進するための体制図



本市の社会福祉職の特徴

■生活保護・障害・高齢者・児童等、様々な分野での経験を積める

様々な部署への配属や業務での連携を通して、自分がどんなことをやり
たいのか、どんな領域に興味を持ち、理解を深めたいと思うか、など、自
分自身の気付きや成長に繋がります。

■主事級、主任級の職員が多く、若い世代が中心

平均３５歳と若い世代が活躍できる職場です。もちろん先輩職員から
のフォローアップもあり、安心できる職場環境です

■顔の見える関係が持ちやすい

県内政令指定都市の中では社会福祉職の人数が最も少ないため、
職員同士の繋がりが強いです。そのため、顔の見える関係が作りやすく、
業務でも連携がとりやすいことが魅力です。



児童相談所について
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相談機能 市町村援助機能

一時保護機能 措置機能

児童相談所

児童相談所は、市町村と適切な協働・連携・役割分担を図りつつ、子どもに関する家庭その他から
の相談に応じ、子どもが有する問題又は子どもの真のニ－ズ、子どもの置かれた環境の状況等を的
確に捉え、個々の子どもや家庭に適切な援助を行い、もって子どもの福祉を図るとともに、その権利
を擁護することを主たる目的として、都道府県、政令指定都市及び児童相談所設置市に設置される
行政機関 児童相談所運営指針（厚生労働省2020）

児童福祉法第１２条に基づき設置され、１８歳未満の子どものあらゆる問
題に応じる児童福祉の専門機関です。

児童相談所の機能



児童相談所養護課（一時保護所）

一時保護所とは、
【様々な理由により保護された児童が生活する施設】

子ども達の安全・安心を確保し、次の生活（保護解除後）に向けて
援助方針を決めるためのアセスメントを行っています。

一時保護ガイドライン（厚生労働省2020）

緊急保護機能(安全・安心のケア)
行動観察(アセスメント)
短期入所指導(治療的支援)

一時保護所の機能



児童指導員の主な仕事

【一時保護所内】
 生活支援（食事、入浴など）

 学習支援

 トークタイムの実施

 活動への参加

 各種行事（お楽しみ会や夏祭り、バス外出)など

 行動観察記録、初期評価・観察会議実施

【それ以外では、】
 ケース会議出席

 通院同行、美容院同行

 各委員会の仕事

 施設入所へのケース打診同行



ある日の一日（日勤）

8：30 登庁

9：00 引継ぎ

9：45 朝の会

10：00 学習支援

12：00 食事支援

13：00 会議出席

14：30 おやつ準備

15：00 児童支援

16：00 入浴支援

16：30 引継ぎ

17：00 行動記録の入力

17：15 退勤(定時)
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フロアの様子

居室の様子



私が大切にしていること
☺ 3年間働いて思ったこと

子どもと誠実に向き合う
 信頼関係を築くことの大切さ

周りの人と協力する
 チームでの協力がよりよい支援に繋がる

☺社会福祉職として相模原市に就職して

子ども達を通して成長することができた
 子どもたちは先生

たくさんの人と深く関わることができた
 人生の糧になる出会い



Ⅳ 質問コーナー

Q 相模原市で働くことの魅力は？
A 研修等を通して他部署や外部の人と繋がる機会が豊富にあり、

日々刺激が得られます。

Q 福祉職で働いている人の経歴は？
A 福祉系学部卒の職員が多いですが、民間の福祉業界で働いてきた

職員や一般の民間企業で働いていた職員など様々です。

Q 異動の際に本人の希望や経験は考慮されますか？
A 毎年職員の異動希望などを調査する意向調査があり、能力や適性は、

考慮されていると思われます。ただし、必ずしも希望通りの部署に配属

されるとは限りません。傾向としては、入庁後数年に一度のサイクルで

様々な部署を経験してもらっています。



質問コーナー

Q 今からどのような能力を身に着けておくべきですか？
A どこに配属になるか分からないので、様々な分野に興味を持つことが大切だ

と思います。

Q 実務にあたり学んでおくべきことはありますか？

A 専門職は、現場経験の中で学んでいくことも多いですが、社会福祉士や精神

保健福祉士の国家試験の内容は実務においても役に立つと思います。

Q 職場の雰囲気はどうですか？

A 何事も相談しやすい職場です。庁内で開催されるスポーツ大会などにも積極

的に参加し、親交を深めています。

Q 実際に働いてギャップはありましたか？

A 想像以上に幅広い仕事内容だと感じています。他分野も含めて、包括的に

対象者のことを考えていくことは勉強になります。



皆さんへのメッセージ
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・一緒に悩んで、一緒に頑張りましょう。 （児童相談所 主事 ）

・ぜひ皆さんが来て下さることをお待ちしています！
一緒に働けることを楽しみにしています！ （児童相談所 主事 ）

・福祉の現場で、やりがいを感じながら日々業務にあたっています。
皆さんと一緒に働けることを楽しみにしております。 （緑生活支援課 主事）

・あなたの知らない世界がいっぱい待っています。色んな人の生き方から、色んな
ことを感じ、みんなで一緒に考えていきましょう。
楽しみにしています！ （高齢・障害者相談課 主事）

・正直、悩み苦しむことも多くありますが、その分、やりがいや面白さも感じられる
仕事だと思っています。一緒に成長しましょう！ （精神保健福祉課 主任）



ご清聴ありがとうございました


